














































































































































































































































































































































 

3．評価結果のまとめ 

1．2項に示した対象設備に対して、F1竜巻荷重に対する評価結果を添説設 4－3－1表及

び添説設 4－3－2 表に示す。また、F3 竜巻荷重に対する評価結果を添説設 4－3－3 表～添

説設 4－3－10 表に示す。いずれの設備も許容限界 １を満足しており、竜巻による設計竜巻

荷重に対して設備・機器の固定が失われないことを確認した ２。

また、配管が F3 竜巻荷重に耐えるよう標準支持間隔を設定する必要があるが、F3 竜巻荷

重による最大発生応力の許容限界に対する裕度は、地震荷重による裕度よりも大きい ３。従 

って、地震荷重に対して標準支持間隔を設定しておけば、F3 竜巻に耐えることができる。 

なお、屋外ダクトについては、損傷しても防護対象施設に影響を与えないため、F3竜巻に

対する防護対策は行わない。

１ 検定比を算出する際に使用した許容限界を記載している。 
２ 検定比は発生応力（荷重）を許容限界で除して小数点第 3位以下を切り上げた値とす

る。検定比算出に用いた発生応力は小数点以下を切り上げた値、許容限界は規格値

もしくは規格値より算出して小数点以下を切り捨てた値とする。 
３ 代表として、40A配管(SUS304)、スパン長 6ｍ、地震加速度１Gの場合、F3竜巻荷重

による最大発生応力は 179[N/mm２]、許容限界は 520[N/mm２](引張強さ) で検定比

0.35となる。地震荷重による最大発生応力は 130[N/mm２]、許容限界は 

205[N/mm２](耐力) で検定比 0.64 であり、竜巻評価の裕度は耐震評価の裕度に比べ

て十分大きいことが分かる。 
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